
お願い

能登半島地震に係る中⻑ 期の職員派遣について

• 能登半島地震に係る中⻑ 期の職員派遣については、 依然と し て職員数が不足し ています。

• 石川県内被災水道事業体の令和８ 年度の派遣要望人数の概数は4 2 名で、 よ り 一層増加し ています。

• 派遣職員や被災水道事業体にアンケート などを 実施し 、 「 今後、 復旧工事が本格化し 現場の施工管理が増加する」 、
「 他工事に伴う 配水管支障移設工事が増加、 減耗分の水道負担増加により 経営逼迫」 と いっ た声を 聞き 、
業務量や被災事業体から のニーズなどを 把握し まし た。

• その結果、 令和８ 年度より 派遣職員数を さ ら に1 0 名以上は増加し 、 数年は同規模の派遣を 継続する 必要があり ます。
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中部地方支部管内では、 さ ら なる 追加派遣について、 未派遣の水道事業体への声かけや県支部単位での派遣

調整を 実施する 予定です。 中⻑ 期の職員派遣について、 ご検討をお願いし ます。
※ 必要であれば石川県や名古屋市から 派遣の必要性などを 説明し ます

【 】 は10月以降追加派遣予定（ 輪島市へ津市、 珠洲市へ⻑ 野市）

令 和 ７ 年 1 0 月 2 8 日
日 本 水 道 協 会 理 事 会
名 古 屋 市 資 料

※ 輪島市の要望概数は、 10月のヒ アリ ン グ等で令和８ 年度の最低限必要な派遣人数と し て８ 名程度を 確認

派遣職員の業務実態把握のための

派遣職員アン ケート
８ 月13日～９ 月１ 日
【対象】水道（ 技術職） 派遣中職員19名

実施: 名古屋市

＜アンケート結果概要＞

• コンサルも業務実施者が多忙

• 地元業者は他工事で手いっぱい

• 工事発注について、不調が発生しており、他工事
一体発注や入札要件の変更を検討中

• 業務は派遣趣旨に合致

• まれに職員が手一杯の時に通常業務を補佐

• 派遣追加必要人数は、大半の回答で１ ～２ 名、
輪島市は２ ～５ 名

令和８ 年度中⻑ 期派遣の調整に向けた

被災水道事業体アン ケート ・ ヒ アリ ング
アンケート９ 月５ 日～17日、ヒアリング9月29日～10月10日
【対象】R8派遣要望している11事業体

実施: 石川県環境政策課
協力: 名古屋市、 金沢市

＜アンケート・ヒアリング結果概要＞

• 多くの事業体で復旧事業完了には今後数年はかかると見込まれる

• 輪島市、珠洲市においては調査できていない施設もあり、復旧完了時期が不透明

• 今後、復旧工事が本格化し、現場の施工管理が増加する

• コンサルの設計者が業務を掛け持ち多忙すぎて、協議資料に遅れが出てきている

• 既に入札不調が発生している、今後本格的に発注する予定の事業体でも不調を懸念

• 下水道の復旧工事に伴う配水管支障移設工事が増加、減耗分の水道負担増加により経営逼迫

• 任期付きも含め職員の採用は適宜実施しているが、厳しい状況が続いている
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